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ワンゲル歌集の思い出
～黄ばみと滲みが、語りかけてくる～

私が入学 したのが昭和 44年、大学紛争の影

響で国中が騒々しい時代であつたからか、自然

志向の強い同期が 40人位入部 し、夏合宿は 7

パーティとい う盛況であつた。

各パーティは 5～ 6人の新人生を含む 12～ 3

人で構成 され、テン トも2張 りで夕食後のミー

ティング、沈殿の時の暇つぶ しには食テン (メ

インテン ト)に集まり、ワングル歌集を取 り出

し歌つたものである。

また時代を反映 してか、カレッジソングやフ

ォークソングといったジャンルの歌が若者たち

に支持 されていて、それ らの ミニ歌集を手作 り

(青焼きコピーで)し、合宿などに持参 した記

憶もある。その歌集はなかつたけれ ど、その当

時の古いワングル歌集が私の手もとに残つてい

た。背表紙がとれているので何年発行のものな

のか判 らないが、黄ばんで滲みのついたページ

を見ると当時のことが懐かしく思い出される。

14期 清家雅幸

社会に出てからも知人 と山に行 くことが少な

からずあつたが、一緒に山の歌を歌つたことは

ほとんどない。やは り私にとつてワングル仲間

とともに歌 う山の歌は特別なものである。

これからはOB会の仲間と、それもできれば

テン トの中でワンゲル歌集を開いて一緒に歌え

たらいいな、と思つている。
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「岳人のうた」に寄せて
～ふと気づくと口ずさんでいる～

柄にもなく白山で自然解説 もどきをしてい

る。

どの山でもそ うだが、山を訪れる人は大き

くふたつのタイプに分かれる。ひとつは、上

昇志向が強くとにかく上へ上へ と頂上めざし

ていくタイプ。 もうひ とつは花の自山と言わ

れるように高山植物を目当てにしているタイ

プであ り、自山ではこのタイプのなかでも群

を抜いて人気のあるものがクロユ リである。

今や 白山とクロユ リとは一体 となって石川県

のシンボル となつている。そのクロユ リは自

山固有種でもなく、白山より東側あるいは北

方の地域では広 く分布 しているとい うのに、

わざわざ遠方か らクロエ リを目当てにやって

くる。大きくもなく派手でもなく芳香を放つ

わけでもないが、中高年の登山者には却つて

そこに大人の魅力を感 じるのかもしれない。

そのクロユ リを 2番 の歌詞に織 り込んだ「岳

人の うた」は新入部員なって真つ先に心に刻

まれた山の歌である。その歌詞はまだ白山

にも日本アルプスにも登つたことのない私に

15期 奥名正啓

も、まだ見ぬ山々への憧れを感 じさせるもの

だった。 トレーニングを終えての帰 り道、ふ

と気がつ くとこの歌を回ず さんでいることが

よくあつた。そ して今でも時に口を突いて出

てくることがある。それは 日常のせわ しない

生活から逃れたいとき、山でひとり静かに寝

転んでいるとき、今では遠 くなつてしまった

足元に広がるお花畑よりもはるかに仰ぎ見る

山並みばか りを見ていたあの頃のことを思い

浮かべるとき、そ してその頃の人たちに再会

したときなど様々である。

山での暇つぶ しは歌 うことぐらい しかなか

つたように思 うが、その場面はあまり記憶に

残つていない。歌の中には、はっきりした歌

の記憶 としてではなく、色々なものがぼんや

りしたものとして詰め込まれているようであ

る。

歌から導かれてくるものもあれば、その時

の気分から溢れて出てくる歌もある。「岳人の

うた」は私にとってどちらにも欠かせない大切

なものである。
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歌は世に連れ

「僕はね、吉永小百合 と小・中同窓なんだよ。

ピアノもね、彼女のお母さんに習つたんだよ。

どうだつ !真似できねえだろ !」

それが、シングルの遠因になつたものか…

東京電機大ワンゲルOBと い うT氏は、年季

の入つた歌集をひろげながらそ う言つた。

ここはネパール、アマ・ ダムラムの懐のよ

うなパンボチェ村。 7歳違いなら、同じ時代

背景の側になって しま う彼 と、懐か しいワン

ゲル ソングを、キッチンからの煙にむせびな

がら歌つた。節回しが微妙に違 うことよりも、

同 じ部分が 8割以上であったことの方に感 じ

入つてしまった。

「そ うですよね。あの頃、飽きもしないでこ

んな歌を毎晩歌つていられたんですよねえ」

若者のバ ックパーカーが隆盛で、青春 ソング

を頬染めて謳い上げていた時代だ。それもま

もなく、フォークソングや、独 自めいた歌詞

の歌の数々に席捲 されていく…。やはり、「一

つの時代だつたのだ」とい うしかない。

現役当時、サボテンのような表紙絵の歌集

の在庫が尽き、私は歌集編集委員長をやった。

新 しい歌をセ レク トすると同時に、載つてい

るけれ ど、誰も知 らない歌の再発掘も試みた。

まずは編集委員をゾロゾロ連れて (覚 えさ

せると称 して)、 美声の先輩辰野さん宅に押 し

15期 舟田節子

かけた (当 時は地元組の家族も、ワンゲルの

とばつちりを受けて大変でした)。

カバーできなかった歌は、いくつかのワン

ゲル部にカセットを送 り、「知つていたら、吹

き込んで下さい」 と、お願い した。そんな唐

突な要請にも応えて、聞きづ らい混成合唱が

ちゃんと返送されてきたことにも 「そんな時

代だつた」の思いが強い。合 ワンなど交流の

度、新たに仕入れ られてきた歌があつた。

歌を共有でき、時代を共有できた、幸せな

時代だつたのだと、今にして思 う。
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白 の尾根

17期 川村高弘

栂君からの 突然のメールで 一気に 30年前にタイムスリップしました。

我々 17期 は こうした場にほとんど 登場 しないのですが 同期の さらっとした

それでいて会えばすぐ昔に戻られる付き合いが 気に入つています。

私は イギリス 3年半 アメリカ 8年半と 計 12年海外暮 らしをしていて

現在は アメリカ西海岸の サンディエゴに住み

メキシヨに 毎 日 国境を越えて通勤する生活をしています。

さて ワンゲル歌にまつわる 思い出ですが

それは イギリスの ウェールズで 長女が 生まれたときのことです。

泣き声やまぬ娘を 抱き上げて あやすときに 何故か理由は わからないけれ ど

思わず 白山の尾根 を 歌いながら歩き回 りました。

“おつはいや― おつはいや― おつはいや―"

なんの事かわからない言葉を繰 り返すので うちの妻が  「何 その変な歌は ?」

それ以来 私の子守唄は いつも 白山の尾根

4年後に 長男が生まれた時も やはり 自山の尾根

特別 好きなわけでもないのに 結局 我が家で知 られた 唯一の ワンゲル歌となりました。

そのような娘も 今は

私がワンゲルにいた時と全く同じ年齢の 大学生

スキューバダイビングのサークルに入つています。

確か 3年程前に 私がどこの 大学を卒業したのかと聞いてきました。

私が 金沢大学出身だと言 う

それは 彼女の思いもよらなかつた事らしく びつくりしていました。

そのようなわけで 金沢の思い出も 伝統の子守唄も 継 ぐ人間もなく 私一代限 り。

おつはいや― は いいとしても

その後の なるは― らいらいよ― らいらいよ― つて

いつたい何の意味なのでしょう…?
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ワンゲルOB愛唱歌

話は 33年前に遡 ります。入部 したての私に

1冊の小さな本 (5 cm× 8 cm× 2 cm程 度 )

を先輩から渡 されました。買わされました。確

か 200円 か 300円 か。その表紙に、あまり

うまくもない山と花の背景画と「ワングル歌集」

と銘 うった本でした。その中には、山に関する

歌の他に四高寮歌 。応援歌、当時の流行歌数点

が手書きで書かれてお りました。 もちろん、山

へ登つたことのなかった私には、この本が山登

りと何の関係があるかは知る由もなく、奇異に

感 じた次第です。後にしてその用途を知ること

になったのです。

今の現役生は、山の歌を歌 うこともなく、歌

集の存在すら知らないと言 うことを伺いました。

ましてやテン トの中で合唱などまず以つてあり

得なく、多分、狂気の沙汰 としか思われないの

ではないかと思います。私 自身もたまにカラオ

ケボックスは行 くことはあれ ど、ワングル愛唱

歌を歌 う機会など社会人となつてこの方同窓会

を除けばありません。

しか し、当時はワングル歌を相唄 うことは重

要な意味合いを持っていて、

・夕食の後の一 日の疲れを癒すための発散材料

(こ れがテン トの中での合唱 )

。沈殿時の暇つぶ し (何 もやることがない、他

に遊びもない、芸もないため、 トランプに興 じ

18期 大西正明

るか、唄 うことしか若いエネルギーの発散方法

がない)

。中には自分に歌唱力があるとの錯覚に陥つて、

後輩への指導 と称 して唄い、唄わせ 自己満足に

浸る (こ れが伝承 されていくうちに、本来のメ

ロディとかけ離れていくが、誰も正確なメロデ

ィは知らないので正調 と誤解する)

。第○○期の歌として、宴席で披露することに

より連帯感を醸成する などなど。

今思 うに、若 さとい うエネルギーの持って行

き場の一つがワングル歌であり、それを媒介 と

して仲間 として連帯感を養い、強い人間関係に

支えられた集団を形成 していったような気がし

ます。もちろん、苦 しい思いをして山の頂上を

制覇 したことも、汗水足らしてやつた小屋作業

も、先輩、後輩を問わず強い絆を作 り上げてい

つた大きな要因ですが、ワンゲル歌もその一翼

を担っていたような気がします。

現役生にとつてあまリヒピンと来ないかもしれ

ませんが、我々の時代はそ うであつた し、良き

習いであったわけで、今の人たちは今の人たち

で別の形で仲間同士の リレーションシップを作

り上げているので しょうし、私たちの知 らない

うらやましいものを持ち合わせているでしょう。

時代が変われば、人間関係のあり方も変わって

当然です。
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前置きが長 くな りすみません。当時、よく唄

ったワンゲル歌を 2、 3紹介 します。

★ 「懐かしのメロディ その 1」

“穂高よ、さらば"

ワングル歌は、基本的に単調でスローテンポ、

叙情的なものが多い。従つて、余程の音痴でな

ければ誰でも唄えるし、誰が唄つてもそれな り

に聞かせる歌になる:こ の歌もその一つ。何故、

この歌を最初にあげたかとい うと私の十人番だ

つたから。これを持ち歌として後輩への歌の指

南を行なつたのである。歌の上手い先輩に恵ま

れた後輩は幸せだ ??。

1年の合宿は北アルプス、双六から西鎌尾根

に上がった時に、ガスが一瞬引いたそのとき青

空の中、日前に現れた厳 しい岩肌のこの山を見

たとき、本当に来て良かったとその時だけは思

つた。今でも鮮明に記憶に残つている。

その合宿で教えてもらつた歌がこれ。

♪♪穂高よ、さら―ば。また来る日まで 。・ ♪

この時代はフォークの全盛期、かぐや姫の「神

田川」があつた。

★ 「懐かしのメロディ その 2」

“白山の尾根"?(題名が正 しいか判らない)

これは、まわ し歌。 ♪♪はくさ―んの尾根の

―、ふ――も―と (麓)の 、牛首のな―が―れ

(流れ )、 い―わな (岩魚)が捕れるウ・・・ ♪。

2題 目が 「白山」が 「穂高」、「牛首」が 「梓」、

「岩魚」が 「やまめ」。 3題 目が 「ヒマラヤ」、

「ガンジス」、「鯨」。まわし歌だから、次々と歌

い手が変わる。4題 日からは、ローカルになる。

「高二郎」、「倉谷」、「おろろ」6

ここからは、更にローカルになって、「堂川山」、

「堂尻川」、「大西 (そ の時の歌い手)」 。はつき

り言つて誰も知 らない。 自分が生まれた田舎を

歌にしただけ。延々と続 くので、その うち皆、

飽きが来て唄わせてもらえない人も出てくる。

なんと時間にゆとりがあつたかがわかると思 う。

これを書いてる本人も暇な人間と自身思つてき

た。

因みに、このときの対抗馬は天地真理。 ♪♪

あなたを見たの、テニスコー ト。ランラン♪

沈殿のときは、明るい歌がいい。

★ 「懐かしのメロディ その 3」

“???"(題 名を忘れた)

♪♪せんぱ―い、 リーダーは雲の上。憎‐い

先輩に覇 さ―れてェー、入つたところがワング

ルよォーー。♪。恨み節。重い荷物、食器洗い、

テン トの設営、撤収は合宿 とはいえ、一年生の

仕事。何が トレーニングだ、封建制度が今も続

いているのかと憤つた。学年が上になると、や

はりこれが正 しい、上になれば責任が伴 うもの

だと勝手に納得。

今でも唄えと言われれば、歌詞はおぼろげな

がらもメロディは覚えているので仲間がいれば

唄えるかなと。 しかし、山小屋やテン トで歌つ

てたら貧粛を買 うでしょうね。たまに、風呂場

で鼻歌に出てくるとワングルの生き残 りである

ことを感 じます。

あ―、いけねえ、OB会費払つてねェ。栂さん、

原稿料要らんから許せ。

長々と稚拙な文章を書いてしまいましたが、

ワングルの歌つてそんな感 じです。

大野さん、とりあえずこれで我慢 して。

パッチリですよ :大西先輩。トトロ会長は読みながら5、

6回笑い、0事務局員は、読了後、パソコンの画面に向

かって拍手を送つたくらしヾですもん。それにしても、自

分の声に酔うように目をつぶりながら歌つたという大西

先輩の唄姿、見たかつたなあ… (事務局)
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ユーミンが好きだった

21期 大野直子

テン トの奥と入 口では、昔から、居心地も、

蒸 し暑 さや寒 さも、緊張感 も、天と地ほども違

つていた。奥側 とはもちろん、 リーダーや上級

生が陣取る場所。入口側 とは、テン トのファス

ナー付近で、 1年生たちがヒシと食当に励む場

所である。入 口から奥を見ると、 リーダーたち

は雲上の人々のようにも見えたものだ。

もつともこんな状況が成立するのは、だいだ

い色の重たい木綿製のテン トだけ。今はあんな

テン ト、山の遺産なんだろうな。きっとお椀型

とかのエスパースで合宿もこなすんだろうな。

まぁそんな、テン トが、家族の入る、ちゃん

とした家みたいな形をしていた時代のお話.

私が 1年生の時。 犀奥は大笠山での春山合宿

でのことだ。 2つ玉低気圧がやつて来た。テン

トは吹つ飛ばされるは、けが人は出るはで、一

歩間違えば全パーティ遭難、「KUWVの 行動に

疑問 ?!」 みたいなタイ トルが北國新聞の一面

に踊つてしまいそ うな山行だつた。

数パーティ編成だつたが、私がいたパーティ

のテン トは幸い、吹き飛んだ り裂けた りとい う

災難からは免れた。でも、テン トの中は水浸 し。

寒 さと恐怖でかなり切羽詰まつた状態だった。

多分、雲上の人々は、内心真っ青になりながら、

如何にしたら全員無事に下山できるかを必死に

考え、ひそひそ話をしていたのに違いない。

私には、そんな状況下での、歌にまつわるさ

さやかな思い出がある。

奥側の緊張感 とは反 して、意外に 1年生側は

楽観的で明るかつた。こそこそポップス談義な

んかをや らかしていたくらいなんだから。

ちょうどあの頃は、井上陽水の『氷の世界』

やユー ミンのファース トアルバムが驚異的に売

れた年だつた。それまでの泥臭いフォーク全盛

時代に、軟弱派ポップス系の、つま リニュー ミ

ュージックなるものが台頭 しはじめていたのだ。

1年生の男子のひとりが言つた。

「ユーミンの詞つて、軽々しくて嫌いや」

「えつ? なんで ?」 と、私。

「だって、『 ソーダ水の中を貨物船が通る』なん

て、ぜったいありえんやろ」

「そんなことないよ ! きっと海が見下ろせる

高台の喫茶店やから、ソーダ水のコップのこっ

ち側から見たら、ソーダ水の中を貨物船がゆつ

くり横切つて行くように見えたんやよ !」

私はちょつとムキになって身振 り手振 りで説

明したんだと思 う。すると、その男子はじめ 1

年生のみんなが「そっか、なるほど」 と、妙に

納得 してくれたのだ。 1年生は朝一番にシュラ

フから飛び出してブスに圧をかけて…と、ある

種、戦友だ。その戦友たちが素直にうなずいて

くれたことが、私にはなんとなく嬉 しかつた。

ただそれだけの話。

だけど、この小さなことを思い出すたび、テ

ン トの奥 と入日の温度差みたいなものや、あの

頃の純真 さが思われて、胸がふつぶつ泡立つ。

山の歌も四高寮歌もフォークも大好きだつた。

でも、ユー ミンのキレイキレイ し過ぎているけ

ど、彼女がちゃんと見ている夢みたいな世界に

魅かれた。「夜明けの雨はミルク色～ ♪」と彼女

が歌えば、キスリングを担ぎながら見た 4時出

発の早朝の霧雨が、本当にミルク色に見えたの

だから、困つた。若かったなぁ。

こんなオバサンになった今も、夢見る夢子さ

んからはまだ卒業できないでいるけど…。

ワンゲルの歌も、中島みゆきも、拓郎も、赤

い鳥も、ハイファイセ ッ トも、イルカも、よく

歌つたな、あの頃。
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唄 っ た こ と

22期 森 恵利子

久 し ぶ り に ワ ン ゲ ル 歌 集 を 1川 い て み た c j左
景 に 山 が あ つ て そ の 手 前 に 杉 木 立 が あ っ て 山

小 屋 が あ る 。 一 本 の 道 に 花 が 一 輪 。 イ■
~ド

に N.T.

と 小 さ な イ ニ シ ャ ル の 入 つ た B7版 の 物 。 私

た ち の 期 に と つ て は 歌 集 と 言 え ば こ れ だ つ

た 。 山 行 の 度 、 忘 れ ず ザ ッ ク に 入 っ て い た 。

カ ラ オ ケ の な か っ た 頃 だ つ た か ら 、 一 人 で

人 前 で 唄 う な ん て 経 験 は な か っ た 。 夕 食 後 の

ひ と と き 、 山 の 中 の ほ の ぐ ら い テ ン ト の 中 だ

か ら こ そ で き た の か も し れ な い 。 順 々 に 、 そ

の 人 そ の 人 の 声 に 浸 る 時 間 が 流 れ て い く 。 渋

い 声 、 ふ ん わ り し た 声 、 透 き 通 つ た 声 、 ハ ス

キ ー な 声 ・ ・ ・ 。 私 は そ の 時 間 が 好 き だ っ た 。

た く さ ん の 歌 、 人 に 出 会 っ た 。 村 中 さ ん の 歌

声 は 今 で も 忘 れ ら れ な い 。

み ん な で 唄 う 歌 も 好 き だ っ た 。 山 道 を 歩 き

な が ら ・ ・ ・ 、 下 山 路 の 林 道 を 歩 き な が ら 「 山

の 子 」 を 何 人 も で 唄 つ た 記 憶 が あ る 。 体 は ぐ

つ た り 疲 れ な が ら も 、 弾 む 心 で の 林 道 下 り の

テ ン ポ に ぴ つ た り だ つ た 。 楽 し か っ た 。

飲 み 会 で は 肩 を 組 ん で 唄 つ た 。 照 れ な が ら

も 心 地 よ か っ た 。 「 ラ イ ダ ー ス イ ン ザ   ス

カ イ 」 私 た ち の 期 は よ く こ れ を 唄 つ た よ う に

思 う 。 切 な い 歌 詞 な ん だ け ど 、 好 き だ っ た 。

酔 い な が ら も 唄 え る 歌 だ っ た 。

卒 業 し て か ら の 山 行 は 、 小 屋 泊 ま り が 多 く

な っ て し ま っ た 。 歌 集 は 本 棚 に し ま わ れ た 。

あ の 歌 は 「 ワ ン ゲ ル の 歌 」 だ っ た ん だ と 、 今

さ ら な が ら 思 う 。

つ  。

聰八〔:葬
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募集要項

1.募集する歌の種別は、「部歌」または「OB会愛唱歌」とします。応募に当たつては、次のいず

れかを明記してください。 <部歌><OB会 愛唱歌><ど ちらでもいい>
2.募集の対象は、「歌詞」、「曲」または「作詞・作曲」のいずれかとします。

3.歌詞の形式は自由です。ただし、原則1として最大4題 目までとします。

4.曲の形式は自由です。提出は五線譜でお願いします。

5.応募の締め切りは、2006年 6月 末日とします。

6.選定の手順

選定委員会 (現役員とOB口 現役生のうち希望する者及び役員会が依頼した者)を設置し、選

定させて頂きます。選定委員を希望される方は、2006年 6月 末日までにお知らせ下さい。

7.摘要

*選定委員会で、または作者に依頼口相談して、補作口修正・編曲をさせて頂くことがあります。

*著作権は、原則として、金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会に属することになります。

*応募状況、その他の理由により、制作できない場合があることをご了承ください。

【参考 :制作のスケジュール案】

06年 6月 :「歌」及び選定委員の募集締め切り

7月 :第 1回選定委員会<募集状況及び今後のスケジュールの確認>
12月 :第2回選定委員会<応募作品の『やまざと』・HPへの掲載、意見照会>

07年  7月 :第 3回選定委員会<候補の絞り込み口選定、意見の反映、補作などの検討>
12月 :第4回選定委員会<候補作の『やまざと』口HPへの提示、意見照会>

08年  7月 :第 5回選定委員会<意見の反映、補作“編曲、決定、譜面作成・録音?>
X月 :50周年記念総会にて発表・制定
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